
第３学年＊組 社会科 学習指導案 

指導者  鈴木 智博 

Ｒ５研修センター長期研修 

 

１ 単元名   民主政治と政治参加 

 

２ 本単元の目標 

（１）国会を中心とする我が国の民主政治の仕組みのあらましや政党の役割、議会制民主主義の意義、 

多数決の原理とその運用の在り方、国民の権利を守り社会の秩序を維持するために、法に基づく公

正な裁判の保障があること、地方自治の基本的な考え方について理解する。  

（２）民主政治の推進と、公正な世論の形成や選挙など国民の政治参加との関連について多面的・多角

的に考察、構想し、表現する。 

（３）民主政治と政治参加について、現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろう

とする。 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知①国会を中心とする我が国の民主政

治の仕組みのあらましや政党の役

割、議会制民主主義の意義、多数決

の原理とその運用の在り方につい

て理解している。 

知②国民の権利を守り、社会の秩序を維

持するために、法に基づく公正な裁

判の保障があることについて理解

している。 

知③地方自治の基本的な考え方につい

て理解するとともに、その際、地方

公共団体の政治の仕組み、住民の権

利や義務について理解している。 

思①対立と合意、効率と

公正、個人の尊重と

法の支配、民主主義

などに着目して、民

主政治の推進と、公

正な世論の形成や選

挙など国民の政治参

加との関連について

多面的・多角的に考

察、構想し、表現して

いる。 

態①民主政治と政治参加につ

いて、現代社会に見られ

る課題の解決を視野に主

体的に社会に関わろうと

している。 

 

４ 単元について 

（１）教材観 

本単元は、中学校学習指導要領社会科公民的分野(６)C(２)「民主政治と政治参加」を受けて、設

定した。本単元では、現代社会の見方・考え方を働かせて、課題を追究したり解決したりする活動

を通して、個人の尊重と法の支配、民主主義など、法に基づく民主政治の基本となる考え方に関す

る理解を基に、民主政治の推進と、公正な世論の形成や選挙などの国民の政治参加との関連につい

て考察、構想し、表現することができることをねらいとしている。また、2006 年に「18 歳選挙権」

が実現したことを踏まえ、選挙権をはじめとする政治に参加する良識ある主権者として、主体的に

政治に参加することについての自覚や、主権者として、よりよい社会の実現を視野に、主体的に社

会に関わろうとする態度を養うようにしたい。 

（２）生徒観 

主権者として、よりよい社会の実現を視野に主体的に社会に関わろうとする態度について、実態

調査（令和５年９月５日実施、第３学年＊組＊人）を行った。「将来、私が社会へ参加することによ

り、変えてほしい社会現象が少し変えられるかもしれないと思いますか。」というアンケート調査

に対して、肯定的な答えをした生徒は＊人であった。また、中学校第３学年「私たちが生きる現代

社会と文化の特色」の学習後に行った振り返りの記述を見ると、よりよい社会にするためにどのよ

うに社会に参加していけばよいか具体的に記述できた生徒は、＊人であった。これらの結果から、

約半数の生徒が、将来の社会参加に対する否定的な印象をもち、約７割の生徒は、社会参加への具



体的なイメージがもてていないことが明らかになった。このことから、学習した内容を実社会とつ

なげ、現代社会に見られる課題の解決を視野に具体的な解決策を見いだそうとする学習指導に課題

があることが分かった。 
（３）指導観 

   本単元の学習では、生徒一人一人に、主権者として、よりよい社会の実現を視野に主体的に社会

に関わろうとする態度を養うために、社会的な見方・考え方を働かせながら、生徒一人一人が問い

続け、新たな問いを見いだす単元計画の工夫を行う。具体的には、単元を貫く問いを設定した課題

解決的な学習の中に、生徒一人一人が、単元の学習を振り返り、実社会につなげる新たな問いを見

いだす「課題発見」の場を設け、課題解決的な学習を連鎖的に繰り返す。また、「主権者として」

の視点から、社会科と学級活動(1)との関連を図っていく。学級活動(1)の話合い活動で育まれる社会

参画のために必要な資質・能力を基盤として、内容や手立てを関連付けながら、社会科の授業を行

うことで、身近な社会の課題を見いだし、よりよく解決するため、話し合って合意形成を図り、主

題に迫ることができると考える。その際、社会科と学級活動(1)を関連付ける振り返りカードの工夫

をすることで、学級活動(1)の実践を生かして新たな問いを見いだすことにつなげていきたい。これ

らの学習では、１人１台の学習用端末をはじめ、ＩＣＴの効果的な活用をする。このような授業デ

ザインの工夫を通して、主権者として、よりよい社会の実現を視野に主体的に社会に関わろうとす

る態度を養えるようにしていきたい。 

 

次 時 学習活動・内容 知 思 主 評価方法・留意点等※学級活動(1)との関連 

 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 
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５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 
 
 
 
 
 
 

・｢18 歳のわたしへ｣メッセージを書く。 
選挙で投票するときに、どんなこと

に気を付けているのだろうか。 
・３人の歴史上の人物(ルイ 14世、リン
カン、伊藤博文)を対象に、模擬選挙
をする。 

・日本の政治や今の学級・学校の課題を 
出し合う。 

 
・単元を貫く学習課題を設定する。 

よりよい社会にするために、どのよう
に政治に参加すべきなのだろうか。 

・単元を貫く学習課題の予想を立てる。 
 
・本時の振り返りをする。 
 
 
 
 
・選挙シュミレーションを行い、日本の選
挙の仕組みの特色について確認する。 

・小単元①の学習課題を確認する。 
 よりよい社会を実現していくために、
政治への参加が求められているのはな
ぜだろうか。 

・国民の「政治参加がなかったら…」を考
える。 

・小単元①の学習課題について、自分の考
えをまとめる。 
（例）よりよい社会を実現するために
は、国民の意見を多く政治に反映するこ
とが重要であり、そのために、一人一人
の国民の政治参加が大切になっている。 

・小単元①の学習を通して見いだした新
たな問いを書く。 

 
 
 
 
 
 
・日本の三権分立の仕組みを図にまとめ
る。 
・小単元②の学習課題を確認する。 
 三権の分立が保たれていることは、よ
りよい社会を実現するために、どのよう
な意味があるのだろうか。 
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〇 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・18 歳になるとできることを想起し、メッセージ
を書くことで、未来の自分や社会への見通しをも
てるようにする。 

・歴史上の人物を取り上げることで、歴史的分野と
のつながりをもたせ、既習事項を活用して考える
ことができるようにする。 

・日本の政治の課題と学級・学校の課題をつなげる
ことで、政治上の課題を自分事として捉えること
ができるようにする。 

・ＩＣＴ端末(Jamboard)を活用して、生徒一人一人
の多様な意見を引き出す。 

態①:予想を書ているかどうかを見取り、書けてい
ない生徒には、本時の内容を振り返って記述
するよう助言をする。   【スタディ・ログ】 

・振り返りは、ＩＣＴ端末を活用し、学びの足跡を
スタディ・ログとして残していく。 

 
 
 
・国の選挙の仕組みを確認するとともに、国民の意
見が広く反映できるような仕組みになっている
ことを確認する。 

・政治参加のない社会を考える活動を通して、民主
政治を推進する上で国民が政治参加することの
大切さに気付かせたい。 

・生徒会選挙や学級のレクリエーションの例と比
べることで、政治参加の大切さを自分事として捉
えることができるようにする。 

思①:小単元①の学習課題に対する自分の考えを書
けているかを見取り、書けていない生徒には、
スタディ・ログや本時の話合いを参考にして、
自分の考えを書くように助言する。 

【スタディ・ログ】 
態①:新たな問いを見いだしているかを見取り、見

いだしていない生徒には、スタディ・ログを
見て学習したことを参考にするよう助言す
る。                【スタディ・ログ】 

 
 
 
 

・国会、内閣、裁判所の関係を図にまとめることで、
日本の三権分立の仕組みを確認し、本時の学習へ
の見通しをもてるようにする。 

・絶対王政時代のフランスやナチス・ドイツと現
代の日本の政治の仕組みや様子を比較すること
で、民主政治の推進における三権分立の重要性
を考えることができるようする。 

 

 

 

 

 

５ 単元の指導計画（16 時間扱い）     ○は指導に生かす評価場面、◎は記録に残す評価場面 

（ 中 略 ） 

（ 中 略 ） 
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15 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・三権が分立していない社会と現代の日
本を比較し、民主政治における三権分
立の重要性を考える。 

・小単元②の学習課題について、自分の
考えをまとめる。 
（例)三権の分立が保たれていること
は、国民の権利や自由を守ることにつ
ながり、よりよい社会を実現するため
に大切である。 

・小単元②の学習を通して見いだした新
たな問いを書く。 

 
 
 
 私たちが住んでいる地域の政治は、
どのような仕組みで行われているのだ
ろうか。 

・地方自治とはどのような考え方なのか
を知る。 

・地方分権によって、変化していること
は何か調べる。 
 私たちが住んでいる地域の政治は、
地方自治とよばれ、住民が行う。近年
では、地方分権が進み、住民が地域の
政治に取り組む機会が増えている。 

・本時の振り返りをする。 
 
 
 茨城県は、どのような仕事を行って
いるのだろうか。 

・地方自治体が行う行政サービスについ
て確認する。 
・地方自治体の政治のしくみを調べる。 
 茨城県などの地方自治体は、予算や
条例を作ったり、行政サービスをした
りする。 

・本時の振り返りをする。 
 
 
 茨城県の財政は、どのような状況に
あるのだろうか。 

・茨城県の歳入と歳出から、地方財政の
現状を確認する。 

・地方財政の課題とその解決策について
考える。 
 茨城県は、税金だけでなく地方交付
税や国庫支出金などの歳入がある。ま
た、地方債の発行残高が残り、将来返
済する必要があるという課題がある。 

・本時の振り返りをする。 
 
 
・2023 年の都道府県別魅力度ランキング
を確認する。 

・小単元③の学習課題を確認する。 
 よりよい茨城県にするために、知事
にどのような声を届ければよいのだろ
うか。 

・本県の課題を見いだし、その解決策を
話し合う。 

・小単元③のまとめをする。 
 (例)よりよい茨城県にするために、魅
力的な観光地や特産品を増やすような
取り組みをしていくべきだという声を
届けたほうがよい。 

・小単元③の学習を通して見いだした新
たな問いを書く。 

 
 

 
・本時の学習課題を確認する。 
 単元の学習を振り返り、単元を貫く
学習課題について、自分の考えをまと
めよう。 

・自分が知事選に立候補する時の政権公
約をまとめる。 

・単元振り返りシートを活用して、単元
の学習を振り返る。 
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・ＩＣＴ端末(padlet)を使い、効率的に意見を出し
合い、自分の意見と他者の意見を比較・検討で
きるようにする。 

思①：小単元②の学習課題に対する自分の考えを
書けているかを見取り、書けていない生徒
には、スタディ・ログや本時の話合いを参
考にして、自分の考えを書くように助言す
る。               【スタディ・ログ】 

 
態①：新たな問いを見いだしているかを見取り、

見いだしていない生徒には、スタディ・ロ
グを活用して学習したことを参考にするよ
う助言する。      【スタディ・ログ】 

 
・「地方自治は民主主義の学校」という言葉か
ら、地方自治の特色についての見通しをもてる
ようにする。 

・地方分権一括法の内容を確認し、近年の地方自
治の変化を捉えることができるようにする。 

知③：地方自治や地方分権の考え方を理解してい
るかを見取り、理解できていない生徒に
は、具体例から地方分権が進むことによる
変化を捉えることができるようにする。        

【観察、ノート】 
 

・本時の振り返りをＩＣＴ端末を使って行い、ス
タディ・ログとして残す。 

 
・地方自治体が行う主な仕事を写真から捉えるこ
とができるようにするようにする。 

・国の政治の仕組みと比較して、二元代表制の仕
組みを理解できるようにする。 

知③：地方自治のしくみを理解しているかを見取
り、理解していない生徒には、国の政治の
仕組みとの違いを示した図から捉えるよう
にする。               【観察、ノート】 

・本時の振り返りをＩＣＴ端末を使って行い、ス
タディ・ログとして残す。 

 
 
・「茨城県の歳入と歳出」のグラフから、本件の
財政状況の現状を捉え、地方債を発行している
ことに気付くようにする。 

知③：地方債が増え続けると、どんな課題がある
かを理解しているかを見取り、理解してい
ない生徒には、地方債が借金であることを
確認し、将来の自分との関わりから捉えら
れるようにする。                         

【観察、ノート】 
・本時の振り返りをＩＣＴ端末を使って行い、ス
タディ・ログとして残す。 

 
・本県が魅力度ランキングの 47 位であることを確
認し、本県の魅力を向上するにはどんな方法が
あるのか考えようとするきっかけとする。 

・解決策を考える際には、ウェビングを活用し、
自分の考えをもてるようにする。 

・本県の課題の解決策を考え、話し合う中で、合
意形成や社会参画を視野に入れた話合い活動に
なるように助言する。 

思①：小単元③の学習課題に対する自分の考えを
書いているかを見取り、書けていない生徒
は、スタディ・ログや本時の話合いを参考
にするように助言する。 

【スタディ・ログ】 
態①：新たな問いを見いだしているかを見取り、

見いだしていない生徒には、スタディ・ロ
グを見て学習したことを参考にするよう助
言する。      【スタディ・ログ】 

 
・スタディ・ログを基に、単元の学習を振り返
り、本時の学習課題を確認する。 

 
・単元の学習を生かして、茨城県議会選挙の政権
公約を考えることで、立候補者の立場から、課
題について考えることができるようにする。 

・単元振り返りシートは、ＩＣＴ端末(Jambord)を
活用して、「分かったこと」「疑問点」「もっ
と調べたいこと」「学級活動との関連」の視点
から、付箋紙に意見を書き出すように助言す

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

学級活動(1)「学校生活の主体者としての自覚をもとう」 

時間 学習活動・内容 評価方法・留意点等 ※社会科との関連 

事前 ・各委員会の取り組みと現状の課題を確認す
る。 

・学校生活向上のために委員会として取り組
む活動を考える。 

・議題の設定後、生徒の思いを聞きながら、提案理由と話合い
の柱立てを検討する。 

・活動の振り返りは、委員会ごとにＩＣＴ端末（スライド）に
まとめるようにする。 

本時 ・本時の議題を確認する。 
よりよい学校生活をつくるため、課題を見

いだし、改善策を考えよう 
 

・議題の提案理由と本時の話合いの流れを確
認する。 

 
 
・各委員会の取組について、良い点と課題点を
発表する。 

・出された意見を基に全体の課題を見いだす。
（グループ→全体） 

 
・全体の課題に対して改善策を考える。 

（個人→グループ） 
・全体の課題に対してよりよい改善策を話し
合う。 

 
 
・本時の振り返りを行い、教師の話を聞く。  

・学級活動委員の紹介を行い、本時の話合いへの雰囲気を高め
る。 

・提案理由は、学級や学校の目標によりどころを求められるよ
う助言する。 

◎互いの意見や可能性を生かし合うことの大切さを理解し、話
合い活動の仕方を身に付けている。 
（よりよい社会を築くための知識・技能） 

【学級活動ノート、観察】 
・最初に、委員会の良い点を発表し合うことで、活動意欲を高
め、生徒の自己有用感を高めたい。 

・必要に応じて、形態の工夫を取り入れるなど、助言をする。 
・学級活動ノートにウェビングを活用して自分の意見をまと
めるようにする。 

◎よりよい委員会になるための改善策を考え、合意形成に向け
て自分の意見を述べている。 
（集団や社会の形成者としての思考・判断・表現） 

【学級活動ノート、観察】 
・改善策を「取り組みやすい」「効果あり」の視点から考え、合
意形成を図るようにする。 

・教師の話では、「合意形成」や「社会参画」「少数意見の尊重」
などに触れ、実践への活動意欲を高めることができるように
する。 

事後 ・委員会活動コーナーを設け、本時で決めた
改善策を実施する。 

・各委員会の取組状況を確認する。 

・話し合ったことを実践する活動を通して、民主主義の考え
方を自分事として捉え、実感できるようにする。 

◎決まったことを基に、学級や学校の目標を意識して、委員会
活動コーナーの掲示物の作成に取り組んでいる。 
（主体的に生活や人間関係をよりよくしようとする態度） 

【作成したポスター、観察】 
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・将来取り組んでみたい政治参加の方法
を考え、話し合う。 

・単元を貫く学習課題について、自分の考
えをまとめる。 
(例)よりよい社会にするために、選挙
に行って投票することが大切である。投
票する時は、政権公約にも着目して投票
したい。  

・本時の振り返りをする。 
 
 
・単元の学習を振り返る。 
・本時の学習課題を確認する。 
 単元の学習を振り返り、「新たな問い」
を見いだそう。 

・単元の学習で生まれた疑問点やもっと
調べたいことを共有し、話し合い、新た
な問いを見いだす。 

・生徒一人一人が見いだした新たな問い
について話し合う。 

 
 
 

・話し合ったことを基に、自分が見いだし
た新たな問いと問いを設定した理由を
まとめる。 
(例）日本では、期日前投票などの工夫が
されているのになぜ、投票率が低い課題
が残っているのだろうか。 

 
 
・本単元の学習の振り返りをする。 
 
・「18 歳のわたしへ」メッセージを書
く。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
◎ 
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る。 
・ピラミッドランキングを活用することで、より
活発な話合いになるようにする。 

思①：学習課題について、本単元で学習したこと
を基に考察し、自分の考えを書いている。                                                    

【ワークシート、スタディ・ログ】 
 
 
 
・本時の振り返りをワークシートに行い、自分の
学びを確認できるようにする。 

 
・ＩＣＴ端末を活用し、スタディ・ログや学級活
動(1)の振り返りや単元振り返りシートなどを使
って、これまでの学習を振り返る。 

 
・ＩＣＴ端末(padlet)を使って、意見を、比較、分
類し、思考が深まるようにする。 

・学級活動(1)の実践も踏まえて、新たな問いを考
えるように助言する。 

・新たな問いは「よりよい社会につながるもの
か」「現代の課題に合っているか」「自分と関
わるものか」の視点で見いだしたり、吟味した
りする。 

態①：学習したことを基に、新たな問いを見いだ
し、その社会的意義について考えようとし
ている。 

【授業中の発言、スタディ・ログ】 
・理由は、「よりよい」のキーワードを使うよう
条件付けることで、よりよい社会の実現を視野
に入れながら、新たな問いの社会的意義を見い
だすようにする。 

・ＩＣＴ端末(Forms)を活用し、社会科と学級活動
(1)との関連についても振り返るようにする。 

・最後にメッセージを書くことで、今後の政治参
加について見通しをもてるようにするととも
に、単元の学習を余韻をもたせて終わるように
する。 

 

 

 

 


